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【背景】わたしたちは不断に無数の種類の「モノ」に

囲まれながら生活しているにもかかわらず，適確にそ

れらを時宜に応じて判別し，迅速にそれらの組み合わ

せを判断して所要の目的を達しながら生きている。こ

のような「モノの性状判断における体感的情報」は，

日常生活のみならず，工業製品産出の過程でも常に重

要な役割を果たしており，いまだに「てづくり」とい

う表現が製品に高い附加価値を与えるという習慣的

な事実がそれを象徴している。わたしたちの日々の研

究でも，何か試作品や試料を作製した際に，なにがし

かの「勘(inspiration)」を与えるようなものにであっ
たときにはわたしたちはなかば本能的に強い関心を

いだき，「まず○●を測定してみよう」と考え，行動

する。この探求（情報獲得）の志向性は完全に正統的

な行動の姿勢であり，それ自体を全く否定する要素は

ない。しかし，このことは，上記のような対象の解剖

（⇒客観的数値指標としてのデータを既存

(established)の理化学的手法により数値として得る
作業）をする前に，その対象の顕著な特徴に我々が既

に気がついているということを示唆している。また，

もう一点筆者が指摘したいことは，実際に多くのモノ

がうまれる現場では理化学的な測定はほとんど行わ

れないということである。たとえば料理しているひと

が片栗粉で液体に「とろみ」をつけようとするとき，

レオロジー測定をしようと考えることはまずありえ

ない。しかしわたしたちはほぼ適確に，ありふれた動

作からそのとろみの調整作業をやってのけることが

できる。（図 1）上記のような例は日常をみわたすと
まさに遍在しており，われわれ自身はそれらの日常的

な対象にごくありふれた動作で刺激（揺動）を与える

と，その対象の性状を色濃く反映したなにがしかの応

答が返ることを知っている。例えば，水とペンタンを

それぞれ別の透明な容器に密閉して台の上に置いて

眺めても区別はできないが，図 2のように手にとって
振盪すると，力覚，視覚の双方で瞬間的に区別がつく。

さらに，図 3のように，瓶を倒しただけでも容易に区
別が可能である。これらはあまりにも日常的な現象で，

さらにここで図に提示されている画像は秒 500 コマ
の高速度動画の一こまなので，われわれが判別ができ

るのはついつい一見あたりまえのように思えるが，わ

れわれがこれらの一連の総体的な運動学的現象のな

かから何を情報源として「重み」をもって抽出してい

るのかは決して自明ではない。現段階まで約半年に実

施したいくつかの代表的な汎用材（粘弾性流体，粉な

ど）の運動学的観察研究と被験者実験により，モルフ

ォロジーの過渡的な時空間的変化がその知覚（獲）ポ

イントであることがおぼろげに見えてきた。今回その

観察と推測の過程の一端を報告・紹介する。 
 
 

【事例】 
平均分子量が 7300～9300 のポリエチレングリコー
ルをさまざまな濃度で室温で水に溶かし，10-3

～1Pas
の範囲で 20個の異なる粘性率の試料を透明なプラス
チック容器内に準備した。これを約 50人の被験者に
自由に取り扱わせ，「粘り気」を感じ始める境界の試

料を指摘させた。図 4にその結果を示す。10-2Pasの
桁で人が粘り気を顕著に感じ始めることがわかった。

図 5 にキャピラリー流下実験を行った際の臨界分裂
距離の粘性率依存性を示す。この結果，人が「粘り気」

を顕著に感じ始めることと「伸び性」が顕著になるこ

とが相関している可能性が示された。 
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図 1 日常動作における体感的レオロジー測定の

場面の観察例（ 毎秒 500 枚撮影）  

図 2 振盪
しんとう

すると瞬間的に差異が判る例 

   （ 左： 水  右： pentane）  

 

図 3 瓶が倒れた瞬間に内容物の判別がで

きる例（ 上： 水  下： pentane）  

図 4 「粘り気」を認識した人の割合 

図 5 臨界分裂距離（critical rupture length）の粘性率依存性 
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